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サンゴの海を未来の子どもたちに残せるように、「ラムサール条約の海を守る町」宣言が 9月定例議会にて可決

されました。写真は有田地区錆浦のサンゴ群集。（写真提供：串本海中公園センター）

串本町の人口と世帯数

・人口…… 19,332人 ・男性…… 9,009人 ・女性…… 10,323人 ・世帯数…… 9,261世帯

（平成21年9月1日現在）



I町長諸報告第 3回定例会 I

■公
営
企
業
に
お
け
る

資
金
不
足
比
率

病
院
事
業
会
計
、
水
道
事
業
特
別
会

at、
帥
易
水
迫
中
業
特
別
会
社
、
下
水

道
事
業
特
別
会
社
は
責
金
不
足
が
な
く
、

同
民
術
舎
事
業
会
計
が

1
9
4
.
1
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
宿
舎
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

経
営
健
仝
化
基
準
の

20
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
、

公
営
企
業
等
の
廃
止
を
含
め
た
抜
本
的

改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
整
坪
に

伴
う
処
理
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
「
第
一
こ
セ
ク
タ
ー
等
改

革
推
進
事
業
偵
」
の
発
行
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
活
用

し
て
、
不
良
偵
務
の
解
泊
と
、
起
債
残

邸
の
繰
り
卜
げ
償
還
が
で
き
な
い
か
、

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

■最
終
処
分
場
建
設

紀
南
環
悦
整
備
公
社
を
、
土
体
と
す
る

紀
巾
広
域
で
の
最
終
処
分
場
建
設
叶
血

に
関
連
し
て
、
当
町
高
富
地
区
内
で
2

箇
所
の
候
補
地
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
地
JL
で
は
候
補
地
選
定
過
程
そ

の
も
の
に
疑
間
を
抱
か
れ
、
反
対
運
勁

が
続
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
長
就
任
以
来
、
こ
の
問
題
解
決
を

最
優
先
と
品
識
し
、
地
元
に
出
向
い
て

懸
命
に
協
力
要
諭
を
打
っ
た
と
こ
ろ
、

＊
る
8
月
5
日
に
区
民
総
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
．
挽
畠
い
は
こ
れ
ま
で
の

4
年
間
と
い
う
停
滞
状
況
を
踏
ま
え
、

「
こ
の
問
題
は
紬
富
区
だ
け
の
間
追
で

は
な
く
、
串
本
町
、
ひ
い
て
は
紀
南
地

域
全
域
の
ご
み
処
理
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
認
識
を

示
し
て
い
た
だ
き
、
「
最
終
処
分
場
建

設
計
画
へ
の
対
応
は
町
に
委
ね
る
。
」

と
の
意
向
を
ホ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
8
月
12
日
に
全
員
協
議

会
で
報
告
し
、
翌

13H
に
紀
南
環
槌
整

備
公
社
理
市
長
貞
砂
充
利
川
辺
市
長

に
対
し
「
現
地
調
査
受
入
れ
」
を
公
式

に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

現
地
調
壺
受
人
れ
を
表
明
で
き
た
こ

と
は
、
地
―
JL

の
「
ラ
ム
サ
ー
ル
の
海
を

守
る
会
」
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
感
湖
し
て
い
ま

す。
現
地
潤
壺
実
施
は
、
候
補
地
の
下
流

洵
域
は
「
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
条
約
」
に

平成

平成21年串本町話会第 3回定例会は、 9月15日に招集され、会期を10月1日までの17日間として開会されま

した。開会後田嶋町長より、職員募集や新病院建設等について諸報告があり、続いて諸譲案について提案理由

の説明が行われました。今月号では町長諸報告の要旨についてご紹介いたします。

■入
札
制
度
改
正

公
共
キ
業
が
減
少
し
て
い
る
中
、
価

■退
職
勧
奨
及
び
職
員
募
集

本
年
度
も
引
き
続
き
、
年
齢
50
磁
以

上
勤
続
25
年
以
上
の
職
員
を
対
象
に
期

問
を
設
定
し
て
退
職
の
募
集
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
一
般
市
務
職
2
名
、
幼
稚

園
教
諭
ー
名
、
消
防
l
名
、
用
務
員
ー

名
、
看
陵
職
5
名
の
Ot10
名
の
退
職
巾

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
職

を
除
く
定
年
退
職
は
一
般
事
務
職
3

名
、
泊
防
2
名
、
用
務
員
1
名
と
な
っ

て
お
り
、
に
療
職
を
除
き
、
合
計
で
一

般
中
務
職
5
名
、
消
防
3
名
、
幼
稚
園

教
諭
1
名
、
用
務
員
2
名
の
11
名
が
退

職
と
な
り
ま
す
。

退
職
者
の
補
充
に
つ
い
て
は
、
一
般

事
務
臓
2
名
、
消
肋
1
名
の
計
3
名
と

し
、
一
般
事
務
職
は
8
月
19
日
を
期
限

に
職
員
募
集
を
行
い
29
人
の
応
＂
昴
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
肋
職
に
つ
い
て

は
9
月
17
日
を
期
限
と
し
、
現
在
募
集

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

登
録
さ
れ
た
サ
ン
ゴ
群
治
が
あ
り
、
地

球
規
模
的
に
見
て
も
買
屯
な
自
然
資
源

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
絶
好
の
機
会

と
捉
え
、
最
終
処
分
場
の
建
設
地
と
し

て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
地
域
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

調
査
進
行
と
併
せ
て
、
ラ
ム
サ
ー
ル

海
域
の
周
知
活
動
、
広
報
活
動
は
も
と

よ
り
、
保
仝
と
利
活
用
に
つ
い
て
も
、

町
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
た
検
討
と

行
動
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■新
病
院
建
設

病
院
建
設
費
の
兄
＇
皿
し
を
図
り
、
将

束
負
担
の
少
な
い
病
院
建
設
を

LI指
し

て
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
新
病
院
実
施

設
社
審
杏
支
援
及
び
コ
ス
ト
縮
減
案
作

成
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
委
託
業
者
か

ら
旭
設
計
額
の

10
％
に
あ
た
る
約
3
億

3
千
万
円
の
縮
減
案
が
提
出
さ
れ
、
人

き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
縮
減
案
を
基
に
変
更
設

計
業
務
を
行
い
、
早
期
着
工
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
仝
化
に

関
す
る
法
神
」
の
施
行
に
よ
り
、
平
成

19
年
度
決
算
よ
り
毎
年
度
、
地
方
公
共

団
休
は
、
実
質
赤
字
比
水
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
仙
費
比
平
、
将
来
・

負
担
比
率
の
4
指
標
及
び
公
営
令
業
に

お
け
る
資
令
小
足
比
率
に
つ
い
て
、
監

査
委
員
の
審
杏
に
付
し
た
上
で
、
議
会

に
報
告
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
決
算
に
お
け
る
当
町
の

健
全
化
判
断
比
率
を
表
す
4
指
標
の
数

値
は
、
実
質
亦
字
比
率
は
黒
字
で
、
実

質
黒
字
比
率
3
.
5
6
%
。
連
結
実
質
赤

字
比
率
も
阿
じ
く
黒
字
で
、
連
結
実
質

黙
字
比
率
が
1
7
.
0
2
%
。
実
質
公
依
費

比
率
は
1
2
.
1
%
。
将
来
負
担
比
半
は

1
1
0
.
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の

数
値
も
11十
期
健
全
化
基
準
及
び
財
政
再

生
基
浄
と
比
較
し
て
人
幅
に
低
い
数
伯

と
な
っ
て
い
ま
す
。

格
競
争
が
激
化
し
、
苫
し
い
低
価
格
に

よ
る
人
札
や
く
じ
引
き
に
よ
る
落
札
者

が
多
く
な
る
な
ど
、
建
設
業
を
取
り
な

く
厳
し
い
環
培
を
踏
ま
え
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
対
策
を
講
じ
る
と
共
に
、
受
注
者
の

積
鍔
能
力
向
卜
と
く
じ
引
き
に
よ
る
落

札
者
決
定
を
防
Irす
る
た
め
、
事
前
公

表
し
て
い
る
「
予
定
価
格
及
び
最
低
制

限
価
格
の
事
後
公
表
」
、
「
ラ
ン
ダ
ム
係

数
に
よ
る
最
低
制
限
価
格
の
決
定
」
、

「
最
低
制
限
価
格
の
適
用
範
囲
を
5
0

。Jj円
未
満
か
ら
1
0
0
0
万
円
未
満

に
引
き
上
げ
」
な
ど
に
つ
い
て
改
正
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
建
設
業
者
か
ら
哭
芋
の
あ
り

ま
し
た
地
区
割
り
及
び
上
事
ラ
ン
ク
の

請
負
対
象
額
の
区
分
を
見
直
し
、
業
者

が
公
半
に
入
札
参
加
で
き
る
機
会
を
与

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
制
の
見
泊
し
に
つ
い
て
は
、

10
月
か
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。

③広 報くしもと 2009.10 広報くしもと 2009.10
＇ 
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＼
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参加者がいっしょにお弁当を食べながら交流の輪を広げています。

> I遭＼且• •一 一

たくさんの子どもたちゃお母さんたちで活気があります。

「
あ
っ
た
カ
フ
ェ
』
は
、
「
子
育
て
を
し
て
い

る
h
が
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
い
つ
で
も
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
を
つ
く
り
た
い
。
」
と
、

町
内
で
活
勁
を
行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
サ
ー

ク
ル
で
す
。

も
と
も
と
は
、
和
歌
川
県
教
育
委
貝
会
が
実

施
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
牛
半
業
家
庭
教

育
某
礎
溝
座
」
を
現
在
の
メ
ン
バ
ー
が
受
講
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
21
年
1
月

三：活動紹介

に
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
、
毎
月
文
化
セ
ン
タ
ー
や
保
健

セ
ン
タ
ー
で
子
育
て
中
の
視
子
が
集

ま
っ
て
、
親

f
一
緒
に
遊
ん
だ
り
み
ん

な
で
お
弁
当
を
食
べ
た
り
で
き
る
交
流

の
場
を
設
け
、
活
勁
し
て
い
ま
す
。

ま
た
乳
幼
児
を
迪
れ
て
参
加
さ
れ
る

h
の
た
め
に
お
昼
寝
や
授
乳
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
た
り
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
の

年
齢
に
合
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
用
意
す
る

な
ど
、
気
軽
に
楽
し
く
利
川
し
て
も
ら

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル

可蒻
っ
た
カ
フ
圭―』]

■子
育
て
応
援
特
別
手
当

厳
し
い
社
会
経
済
伯
勢
が
続
く
中
、

平
成
21
年
度
に
限
り
国
の
「
経
済
危
機

対
策
」
と
し
て
、
対
象
児
を
第
一
子
ま

で
拡
大
し
、

20
年
度
に
続
き
丈
施
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
多
子
匪
帯

の
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
負
担
を
軽
減

し
、
子
育
て
家
庭
の
生
活
安
心
の
確
保

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

＇
又
給
は
、
平
成

15
年
1
月
2
H
か
ら

平
成
18
年
4
月
1
H
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
3
歳、

4
歳、

5
歳
児
を
対
象
と

し
て
、
一
人
当
た
り
3
万
6
千
円
を
同

居
し
て
い
る
世
帯
、
上
に
支
給
し
て
い
き

ま
す
。■公

共
交
通

町
内
の
公
共
交
通
の
路
線
バ
ス
は
、

同
庫
補
助
路
線
の
「
祈
宮
・
潮
岬
線
」

「
中
本
・
江
住
線
」
と
PIJ単
独
補
助
路

線
の
「
潮
岬
線
」
「
大
島
線
」
「
出
芸
線
」

「
山
本
病
院
線
」
「
堂
迫
線
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
路
線
バ
ス
は
、
年
々
利
用

者
が
減
少
し
て
お
り
、
同
庫
補
助
路
線

で
あ
る
出
本
・
江
住
線
は
本
年
の
10
月

か
ら
、
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
な
く
な

■教
育
行
政

お母さんたちに交流の場を

rあったカフェの活動に参加す

ることで、子育てをするお母さん t 
同士の交流の輪を広げていただけ

たらと思います。また、一人での
子育てては常に小さなお子さんか

ら目が離せないため、気が抜ける
場所はありませんが、ここではお

子さんをスダソフに見てもらいな
がら短いながらもりラックスし

てお茶が飲めたり、他の参加者と
会話を楽しむことができます。

ちょっと一息ついて、親子ともに

楽しんでもらえたら嬉しいです。
ゞご • - ・ , I r— - ..t1.曇 - J―
rあったカフェ」スタッフのみなさん

る
予
定
で
、
町
単
独
補
助
路
線
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
町
の
補
助
金
が
さ

ら
に
培
加
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
ス

ク
ー
ル
バ
ス
も
現
h
3台
配
樹
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
内
の
路
線
バ
ス
に
変

わ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
併
用
し
た
町
民
が
利
用
し
ゃ

す
い
公
共
交
通
の
祁
人
に
つ
い
て
、
路

線
バ
ス
と
の
コ
ス
ト
比
較
を
検
討
す
る

た
め
の
コ
ン
サ
ル
委
託
を
行
い
ま
す
。

■ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り

応
援
寄
付

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
和
歌
川
県
内

で
公
表
さ
れ
た
各
市
町
村
比
較
で
は
、

串
本
町
は
低
位
な
状
況
に
あ
り
、
収
り

糾
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

串
本
町
出
身
者
に
は
、
都
会
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
人
も
多
く
、
こ
れ
ら
の

方
々
に
今
後
、
今
以
上
の
お
願
い
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
環
様
の
整
備
・
充
実
に
つ
い
て
、

囚
に
お
い
て
は
、
本
年
4
月
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
「
経
済
危
機
対
策
」
に
お

■防
災
対
策

え
る
よ
う
研
究
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
参
加
者
が
子
育
て
支
採
に
関
す
る

講
座
を
受
け
る
機
会
を
作
っ
た
り
、
ク
ッ
キ

ン
グ
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
も
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
ぷ
っ
た
カ
フ
予
事
務
局

60735

—

74

—
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ム
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ー
ジ
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『あったカフェ』活動内容

〇あったかひろば（保健センター）

毎月第2•第 4 金曜日
9:30-14:30 

〇あったカフェ（文化センター）

毎月第2•第 4 水曜日
9:30-14:30 

0みんなであそびましょう
（文化センター）

毎月 1回

lO: 30-ll: 45 

※場所・躍Elは都合により変更する

場合があります。

9つしだ かつら

松下 桂さん

これまて親子教室等の椴会は少な
かったのてすが、あったカフェの活勁
に参加するようになって椀会か増え、
毎遠充実するようになりました。

てS ー

iントぐ｝又 ,,,;ら

畑上千鶴さん
あったカフェて同じ年代の友達と一

緒に遊ぶようになってから、子どもも
親から離れて一人でも遊へるようにな
りました。

串
本
町
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、

上
野
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
隣
接
す
る
古

座
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
古
座
地

域
の
防
災
上
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
拠
点
と
し
て
位
岡
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
災
害
時
に
は
防
災
拠

点
施
設
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
押
で

き
る
よ
う
、
北
盤
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
地
域
防
災
拠
点
の
整
備
が
国

妙

い
て
「
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」

構
想
が
提
唱
さ
れ
、
「
21
肌
紀
の
学
校
」

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
の
抜
本
的
充

実
を
図
る
こ
と
か
、
地
域
や
社
会
全
休

に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
示

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
構
想
で
は
、
学
校
耐
底
化
の
日
十

期
推
進
、
学
校
へ
の
人
陽
光
発
軍
の
導

入
を
は
じ
め
と
し
た
エ
コ
改
修
、

I
C

T
環
境
の
整
備
等
を
一
体
的
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
を
1
分

考
慮
し
、
従
来
の
国
庫
補
助
に
加
え
、

地
h
向
け
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

教
育
環
境
の
整
価
・
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

の
「
地
域
活
力
基
盤
剖
造
交
付
金
」
の

対
象
事
業
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
交

付
金
及
び
合
併
特
例
偵
を
活
用
し
、

t

地
開
発
公
社
か
ら
公
付
用
地
を
取
得
し

て
上
野
山
防
災
・
仏
場
と
し
て
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
災
害
時
の
応
援
部
隊

な
ど
の
ヘ
リ
離
発
着
場
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
自
衛
豚
の
野
党
場
や
避
難
テ

ン
ト
設
骰
場
所
を
整
価
し
、
ま
た
、
古

座
地
域
全
体
の
災
宜
用
食
料
や
避
難
只

な
ど
を
備
祐
す
る
た
め
の
倉
庫
を
建
設

し
て
い
き
ま
す
。

■国
民
宿
舎
あ
ら
ふ
ね

6
月
の
定
例
会
で
も
報
告
い
た
し
ま

し
た
よ
う
に
株
ア
セ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
ズ
か
ら
撤
退
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

そ
の
後
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
も

ご
協
議
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
撤
退
や

む
を
得
ず
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

1
十
急
に
、
新
た
な
公
券
作
菜
に
取
り

掛
か
り
、
こ
の
地
域
の
観
光
に
適
し
た

企
業
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

食
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
責

「
あ
っ
た
カ
フ
ェ
』
の
活
動
に
参
加
し
た

お
母
さ
ん
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

⑥広 報くしもと 2009.10 広報くしもと 2009.10
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遊休農地を利用して生産されたコシヒカリを味わう田原小学校児童

遊
休
襲
地
活
用
生
産
米
を

学
校
給
食
ヘ

9
月
2
H
、
逸
休
農
地
を
利
用
し
て
叶
産
し
た
米
を
学
校
給

食
に
提
供
す
る

H
的
で
発
足
し
た
、
出
本
町
遊
休
典
地
叶
産
組

合
（
山
下
敏
文
組
合
長
糾
合
員
6
名
）
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、

初
め
て
学
校
給
食
の
ご
飯
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

串
本
町
で
は
、
耕
作
者
の
裔
齢
化
や
獣
宮
な
ど
に
よ
り
、
遊

休
牒
地
の
培
加
が
進
み
、
遊
休
股
地
の
割
合
は
令
体
の

7
0
.
5
%

に
及
ん
で
い
る
た
め
、
少
し
で
も
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
な
げ

よ
う
と
今

lnl
の
取
り
組
み
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
提
仇
さ
れ
た
新
米
を
児
童
は
「
お
い
し
い
」
と
喜
び
、

生
ヤ
圧
し
た
糾
合
貝
も
「
励
み
に
な
る
」
と
菩
ん
で
い
ま
し
た
。

田嶋町長ヘトルコでの様子について報告を行う生徒

9
月
9
n
は
「
救
急
の

H
」
。
こ
の
日
、

A
コ
ー
プ
串
本
店
で

は
泊
防
職
貝
に
よ
る
救
怠
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
救
怠
フ
ェ
ア
は
、
救
忌
業
務
や
応
急
処
置
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

H
的
に
佃
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

会
場
で
は
高
規
格
救
急
市
の
展
ホ
や
、
血
几
測
定
な
ど
の

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
消
防
職
貝
に
よ
る
A
E
D
を
使
っ
た

心
配
蘇
↑
法
の
指
尊
の
ほ
か
、
串
本
町
内
の

A
E
D
設
骰
状

況
や
救
急
へ
の
正
確
な
通
報
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
な
ど
、

啓
発
物
品
の
配
布
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
急
処
置
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

救
急
フ
ェ
ア

AEDの使い方について説明を受ける来場者

友
好
を
深
め
て
、
元
気
に
帰
国

ト
ル
コ
青
少
年
派
遣
団

8
月

3
nか
ら
8
月

13nま
で
の

H
程
で
、

ト
ル
コ
共
和
国
の
各
都
巾
を
訪
れ
て
い
た
ト

ル
コ
肖
少
年
派
遣
団
（
中
学
生
10
名
・
引
率

5
名
）
か
、

8
月
2
8
B
に
串
本
町
役
場
の
町

長
宇
を
訪
問
し
、
田
嶋
町
長
ヘ
ト
ル
コ
で
の

様
子
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

今
回
の
派
遥
団
は
、

10
日
間
の
日
秤
の
中

で
、
串
本
町
と
姉
妹
都
巾
提
携
を
結
ん
で
い

る
メ
ル
シ
ン
市
・
ヤ
カ
ケ
ン
ト
町
を
訪
れ
た

ほ
か
、
ト
ル
コ
共
和
国
の
竹
都
ア
ン
カ
ラ
や

ギ
ョ
ル
ジ
ュ
ク
巾
を
訪
間
。
各
地
で
地
元
の

方
々
か
ら
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

ト
ル
コ
の
訪
間
を
終
え
て
牛
徒
た
ち
は
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
べ

た
。
」
「
ト
ル
コ
で
は
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
友
好
の
強
さ
を
感
じ
た
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の

f
ど
も
と
す
ご
く
仲
良
く
な

れ
て
良
か
っ
た
。
」
「
ト
ル
コ
で
は
ど
の
人
も

優
し
く
し
て
く
れ
た
。
今
度
串
本
へ
来
て
く

れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
達
が
歓
迎
し
た

い
。
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

報
告
を
受
け
て
田
嶋
町
長
は
、
「
今
後
も

交
流
を
し
な
が
ら
友
恰
を
深
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

鳥
獣
害
か
ら
農
作
物
を
守
る
に
は

獣
害
対
策
講
演
会

9
月

4
n、
潮
岬
公
民
館
に
て
、
培
え
続
け
る
獣
害
に
よ

る
匹
屁
作
物
被
害
に
つ
い
て
の
対
箪
を
考
え
る
、
獣
害
対
策
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

溝
師
は
、
田
辺
市
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー
で
ア
ラ

イ
グ
マ
の
検
介
・
分
析
を
行
っ
て
い
る
鈴
木
和
男
氏
。

鈴
木
氏
は
、
「
従
来
の
駆
除
と
勁
物
の
佼
人
を
食
い
|
め

る
柵
や
ネ
ッ
ト
に
よ
る
防
除
で
は
、
根
本
的
な
獣
害
対
策
に

は
な
ら
な
い
。
収
穫
さ
れ
な
い
ま
ま
の
股
作
物
や
収
穫
さ
れ

て
廃
棄
さ
れ
た
典
作
物
な
ど
を
畑
や
山
に
放
置
す
る
と
、
結

米
的
に
動
物
を
餌
付
け
し
て
い
る
こ
と
と
阿
じ
。
有
害
鳥
獣

に
と
っ
て
仕
み
や
す
い
環
境
を
作
り
出
し
て
は
い
な
い
か
、

考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

（上）ギョルジュク市ドナンマ小学校。昨年の6月にはこの小学校の児童

生徒が串木町を訪れ、交流が行われています。

（右上）アンカラで地元の方との交流。

（右中）ヤカケント町での昼食会。

（右下）ヤカケント町長室にて、町長との会見等が行われました。
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戊
亥
袋
⑧
無
料
配
布
屯
追
第
p
＿弾
戊
10月
t
日
q岱）
ぼ
F

采
タ`
_
艮

本
年
1

月
2
3日
か
ら
隈
内
で
ン
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
が
ス
タ
—
卜
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
新
た
に
次
の
事
業
者
で
実
施
さ
れ
ま
寸
。

■実
施
事
業
者

宇
治
田
昧
「
ス
ー
パ
ー
ウ
ジ
タ
」
、
⑬
ゴ
ト
ウ
本
店
、
マ
マ
シ
ョ
ッ
フ
底
、
條
キ
リ
ン
堂
、

閥
ジ
ッ
フ
ド
ラ
ッ
グ
〔

5
業
者
28
店
舗
〕

■既
に
実
施
し
て
い
る
事
業
者

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
位
「
ジ
ャ
ス
ニ
」
イ
ズ
ミ
ヤ
因
、
固
エ
ー
ニ
ー
プ
近
畿
、
因

M
L
e

「
業
務
ス
ー
パ
ー
海
南
店
」
、
お
オ
ー
ク
ワ
、
昧
勝
浦
オ
ー
ク
ワ
、
松
岸
商
店
「
業
務
ス
ー

パ
ー
白
浜
店
」
、
紀
州
ロ
グ
の
森
広
場
、
⑭
グ
ル
メ
シ
テ
ィ
近
畿
、
己
座
川
産
品
直
売
所

み
ん
な
の
店
、
⑪
サ
ン
キ
ョ
ー
、
向
清
水
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
新
屋
農
園
、
閥

ス
ー
パ
ー
サ
ン
ワ
、
松
大
栄
「
業
務
ス
ー
パ
ー
田
辺
店
」
、
固
ダ
イ
丁
ー
、
太
地
町
漁
業

協
同
組
合
漁
協
ス
ー
パ
ー
、
伐
た
か

g
「
バ
リ
コ
ー
ハ
ウ
ス
」
「
フ
ン
ッ
シ
ュ
ハ
ワ
ス
」
、

佃
商
店
、
固
デ
ン
カ
ン
「
ス
グ
ラ
テ
ン
カ
ン
」
、
⑪
ヒ
ダ
カ
ヤ
、
閲
ヒ
ラ
マ
ツ
、

V
シ
ョ
ッ

フ
チ
ェ
ー
ン
協
同
組
合
、
因
フ
ラ
ス
「
産
直
市
場
よ
っ
て
っ
て
」
、
企
業
組
合
北
紀
「
紀

北
手
作
り
総
菜
さ
く
ら
」
、
固
マ
エ
オ
カ
ス
ト
ア
、
⑪
松
源
、
ぼ
森
止
薬
局
、
吉
野
ス
ト

ァ
閥
、
相
歌
山
漿
A
コ
—
プ
チ
ェ
—
ン
、
わ
か
や
ま
市
民
生
活
協
同
組
合
〔

3
1事
業
者

l
g
2店
舗
〕

【
参
考
】
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率

(
7月
1
日

1
3
1日
）
…

90
．
5
%

0
こ
の
取
組
み
は
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
と
―
一
酸
化
炭
素
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
身

近
な
取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
者
の
方
々
や
県
民
の
み
な
さ
ん
の
環
境
保
全
へ
の
深
い

ご
理
解
と
こ
賛
同
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
有
料
化
さ
れ
た
ン
ジ
袋
の
収
益
金
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
に
お
い
て
独
自
に
消
費
者
の
方
々
へ
の
還
元
や

環
境
保
全
活
動
に
役
立
て
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た

ち
で
隈
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

0
和
歌
山
県
で
は
今
後
も

3
R
（
こ
み
の
排
出
抑
制
〔
リ

デ
ュ
ー
ス
〕
、
再
使
用
〔
リ
ュ
ー
ス
〕
、
再
資
源
化
〔
リ

サ
イ
ク
ル
〕
）
を
推
進
し
、
未
来
に
向
け
豊
か
で
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま

g
。

秋
の
修
学
旅
行
シ
ー
ズ
ン
到
来民

泊
体
験

9
月
1
5
H
か
ら
17
日
ま
で
の
期
間
、
広
島
県
福
山

市
の
市
立
向
丘
巾
学
校
の

4
徒
1
1
2
人
が
修
学
旅

行
で
串
本
町
を
訪
れ
、
町
内
の
一
般
家
庭
に
術
泊
す

る
「
民
泊
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

牛
徒
は

1
5
n午
後
に
串
本
町
に
到
着
。
甲
"
1
6
H
の

H
中
は
町
内
や
近
隣
の
地
域
で
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や

水
族
館
飼
育
体
験
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
を
休
験

し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は
人
島
・
須
汀
．
樫
野
の
受
け

入
れ
地
区
へ
向
か
い
、

4
1
6
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
各
家
庭
で
民
泊
を
体
験
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、

魚
を
さ
ば
い
て
夕
食
の
禅
価
を
手
伝
っ
た
り
、
受
け

入
れ
先
の
家
族
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

'ヽ ＇ 
1. 

~. 

開通10周年を迎えたくしもと大塙を渡る参加者

後期畜齢渚机医療保険制度栂蕊のお知

受け入れ先の家庭での会話を楽しむ修学旅行生

く
し
も
と
大
橋
開
通
10周
年
記
念

紀
勢
本
線
全
通
50周
年
記
念海

を
歩
こ
う
会

9
月
1
3
H
、
今
年
の
9
月
8
日
で

ァく
し
も
と
人
橋
」

が
開
辿
10
固
年
を
迎
え
た
こ
と
と
、
紀
勢
本
線
全
近
50

周
年
を
記
念
し
て
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
海
を
歩
こ
う

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
町
内
外
か
ら
約

50
人
が
参
加
。

J
R
串
本
駅
を
出
発
し
た
一
行
は
、
途

中
無
贔
寺
や
潮
崎
本
之
宮
神
社
を
経
て
く
し
も
と
大
橋

を
渡
り
、
普
段
と
は
違
っ
た
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

橋
を
渡
り
終
え
、
大
島
港
へ
到
着
し
た
後
、
参
加
者

は
漁
船
で
串
本
へ
戻
り
ま
し
た
。

■保険料の納付について 〈納付をお忘れではないですか？〉

平成21年度後期高齢者（長寿）医療における普逹徴収「納付書による納付・ロ座振替による納付」の納付

か7月より始ま）ました。本保険料も名納期か過ぎますと督促状を送付させていたたき、納付をお頴い

することになっています。納付状況をご雅認いたたき、お納め忘れの方はお早めに納付をお粗いしまサ。

◎口座振替を希沼される方て、国民健康保険制度加入時保険料を□座振替で納めていたたいていた

方も改めて□座振替の手続きか必要となります。

※平成21年7月の本算定により特別徴収の該当となった方の場合は、年金天引きの継続徴収の調整の

ため、 7 月 8 月• 9 月の 3 期を普通徴収（納付書•口座振替）て納めていたたき、 10月よリ年金天引

きとさせていtこだいていますのでこ了承くたさい。（後期高齢者医療の口庭手続きをいただいている

方は、口座よリ納付となし）ます。）

■医療保険に閑する詐欺にご注意ください！ （保険証の同収 •A 丁 Mての保険料還付保険料未納の徴収）

他府県において、医療保険に間百る言乍欺亭件か報告されていま百。市町村の職員を装い自宅を訪胴し

保険証の回収や未納の保険料を集金に伺つになどと電話にて還付金を支払うので銀行のATMOJ操作

を依頓する等の事件かおきています。町の職呉か訪肉する際は、身分証唄書の提示を必す行い伺うこと

としています。まに還付金の払戻しについても金融梶闊OJATMのご利用をお願いすることは決してあ

りません。ご不審な訪丙ゆ電話があった場合は、応対ビす役場の税務課または住民課へご確認の電話を

いににくか、警察への丙合ピをお槌いします。

【お問合ビ】串本町役場住民課長寿（後期高齢者）医療係合 0ワ35-62-0555（内線 112) 

0
農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
所
有
権
の
移
転
や
賃
借
権
の
設
置
等
を
す
る
場
合

↓
【
農
地
法
第

3
条
許
可
】

0
自
分
の
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
（
宅
地
、
駐
車
場
等
）
に
寸
る
場
合

↓
【
農
地
法
第

4
条
許
可
】

0
農
旭
を
農
地
以
外
の
も
の
（
宅
地
、
駐
車
場
等
）
に
す
る
と
と
も
に
、
売
買
、

賃
貸
侶
等
の
権
札
移
動
を
寸
る
場
合

【
農
地
法
第

5
条
許
可
】

許
可
を
受
け
ず
に
売
買
・
転
用
等
を
行
っ
た
場
合
は
農
地
法
違
反

と
な
り
、
是
正
措
置
と
し
て
丁
事
の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど
の
厳
し

い
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
す
許
可
申
請
の

手
続
き
を
し
て
、
申
請
ど
お
り
転
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
が

農
業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
に
設
定
し
た
区
域
内
（
晨
業
振
興
地
域
の

農
用
地
区
域
）
に
あ
る
農
坦
に
つ
い
て
は
、
特
に
厳
し
く
農
地
以
外

へ
の
転
用
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
転
用
手
続
き
の
前
に
農
用

地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
り
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
農
林
水
産
課
内

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■お
問
合
せ
先

串
本
町
役
場
農
林
水
産
課

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
5
5
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内
線

3
4
6
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靡謳やフ訟辺噂臨鵬磁蒻訊心う
初冬になると流行してくる季節性インフルエノザ。高齢者や乳幼児、妊婦さんが感染する

と雷症化しやすい病気です．II今年もインフルエンザ予防接種を受けて冬に備えましょう。

（とんな手続きが必要ですか？）
あなたは？

• 65歳以上

• 60歳以上65歳未満で、

心臓、腎臓、呼吸器疾患に

よるものに限り、身体障害

者手帳を持っている。

且

• 60歳以上65歳末満で、

心臓や腎臓、呼吸器に重い病

気のある方。又は、ヒト免疫

不全ウィルスによる免疫機能

に障害のある方。

医帥の診断書が必要です。

申し込み方法 且
対象者には保健センターから

依頼券・予診票等を個別通知。

同封のはがきにて直接医療機関

にお申し込みください。

0 

保健センターにお甲し込みくだ

さい。依頼券をお送りします。

ご
接種白己負担金7000円（接種時医療機関へお支払いください。）

（生活保護世帯の方は無料券を発行しますので、保護センターにご相談

ください。）

・乳幼児～

65歳未満の方。

ロロじ
直接下記の医療機関

やかかりつけ医にこ

相談ください。翌包

児～小児の接種は、

医療機関によって接

種できる年齢が異な

りまサので、医療機

関にこ相談ください。

※1ム祁への掲蔽を希望されない方は、届出の際に窓nにお中し出くださいc

仕 石 坂 硲
島野下

カキケ
ツミ 望
ミエイ

51 101 77 77 

串 邸 出 潮

本富実岬

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

／ 

川 渡
本瀬

恵和

美志

串

本

す

さ

み

町

前

田

一

哉

串

本

〖
山崎
明

f

岐
阜
県
土
岐
市

／ 

注意 平成2l年70月 lEl～平成22年 l月30Elの閻に65歳の誕生口を迎える方で接種を希望される場

合は、 65歳の誕生日を過ぎてから公費で接種が受けられます。接種対象となる方には、こ案

内いたします。

今年の火災・救急件数
- 9月1日現在一

火 災 件数

建 物 3件

林野 0件

その他 1件

合言t 4件

救急件数

交通 62件

急病 504件

その他 215件

合計ワ81件

‘ 

嬬
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

鴨
ノ
＇ ,＇ノ'＞ ＜

 
づ町なか豊

、
しょみ住

‘
 

しなの災火

I、7.8月受付分敬称略）

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

は

る

ひ

堀

遥

陽

武

俊

串

本

さ

よ

う

や

田

所

京

弥

照

章

潮

岬

ゃ

中

村

大

哉

貴

炎

有

田

あ

か

り

松

原

朱

里

貴

之

潮

岬

た

力

ら

中

谷

宝

良

聡

志

サ

ン

ゴ

台

ぁ

深

江

希

窄

剛

弘

須

、

且

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

束阪後津伊油岡塩中浅神 廣
11地 井 藤 地地村井田畑

き 茂 ふ正貫和 文喜重須義
ちく 加 勝代
よ喜ゑ人啓恵 平次二美嗣

77 82 94 83 51 64 81 84 83 90 81 57 

神上西占中田串樫有串串
野田 姫
川原 lhj座汝原本野田本本

ヽ

季節性インフルエンザの接種が受けられる町内・近隣医療機関
◎は乳幼児～小児の季節性インフルエンザ予防接種が受けられる医療機関でり。

戸再：ゆ喜；：こノノ言巨言旦：自言良合I己前医互託日菜詑療巨巨旦巨□旦旦旦旦
◎古座 JII 病院 fl72-0280 

◎すぎ内科心療内科クリニック fl62-0153 

◎辻 内 医 院 n68-221 l 

◎中根医院合72-2822II串本有田病院合66-1021
◎やもとクリニッ ク 合 72-3388 にしき園診 療 所 合 62-5165
※ごの他にも、西牟要郡内・安牟要郡内に接種できる医療機関が克りますので、保健センターまでこ相談ください。

※接種を希望される方はお早めに医療機関にこ連絡ください。

詳細につきましては、保健センターまでお問い合わせください。 (fl62 -6206) 

以下はかかりつけの方および65歳以上

の方優先の医療機関

年金からの住民税特別徴収（年金天引き）が始まります

65歳以上の公的年金を受給されている方で下記に該当する方については、今年10月の年

金支給月から、「住民税は年金からの特別徴収（年金天引き）により納めていただく」こと

になりまg。

公的年金に対して住民税が課税されている方で、平成21年4月1日現在、老齢基礎
年金や老齢厚生年金、退職共済年金等の支払いを受けている65歳以上の方

※障害年金や選族年金は住民税が課税されていませんので、対象外です。

年金所得の金額から計算した住民税額のみ。
※年金所得以外の「給与所得や事業所得」などに対する住民税額分は、これまで
どおり給与からの引き落としや納付書で納めていただくことになりま寸。

＊特別徴収対象者の方には、既に納税通知書にて通知しています＊
女公的年金からの住民税特別徴収（年金天引き） Q&A
Q 木人の意思により普通徴収を選択することはできますか？
A 長寿（後期高齢者）医療保険料や国民健康保険税は、原則として特別徴収の対象者が「年金天

引き」か「口座振替」にするかを選択するごとができますが、住民税については、介護保険料

と同じく対象となった場合には選択は認められていません。

公的年金以外にも給与所得や不動産所得があります。これらの所得にかかる住尻税についても

年金から天引き（特別徴収）されるので寸かつ
給与所得や不動産所得に係る住民税については、年金からは天引きされません。この場合、年

金所得に対する住臣税については年金からの天引き、その他の所得に対する住尻税については、
納付書による納付あるいは口座振替（普適徴収）等で納付していただくごとになりま寸。

対

Q
 
A
 

象 者

特別徴収

される税額
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一
巾
本
町
で
は
臨
時
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
人
員

①
議
会
事
務
局
臨
時
職
貝
1
名

②

税

務

課

臨

時

職

員

1

名

▼
雇
用
期
間

①
平
成
21
年
11
月
中
旬

i

平
成
22
年
3
月
3
1
日
を
予
定

②
平
成
21
年
11
月
2
日

1

平
成
22
年
3
月
3
1
日
を
予
定

▼
応
募
期
間

平
成
21
年
10
月

1
R
（木）

i

平
成
21
年
10
月
16
日
（
令
）

マ
受
付
時
間

T”BlJ8
時
30
分
ー
午
後
5
時
ま
で

烹
募
集
要
項
等

①
出
本
町
役
場
誠
会
中
務
局
、
総
合
業

務
課
、
総
務
課
に
用
砥
し
て
い
ま
す
。

②
市
本
町
役
場
税
務
課
、
総
合
業
務
課

に
用
砿
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
せ
先

①
串
本
町
役
場
議
会
事
務
局

60735_72

—

0081 

内
線
4
3
l

②
串
本
IQJ
役
場
税
務
課

60735|62

—

0555 

内
線
l
o
7

串
本
町
で
は
、
活
力
の
あ
る
観
光
の

町
づ
く
り
に
貞
献
す
る
事
菜
に
対
し

て
、
次
の
と
お
り
助
成
を
行
い
ま
す
。

ァ
助
成
対
象

串
本
町
内
各
団
体
（
準
ず
る
各
種
団
体

を
含
む
）
が
実
施
す
る
事
業
で
、
地
場

産
業
と
観
光
事
業
か
協
力
し
、
観
光
客

の
堺
加
に
ナ
只
献
す
る
事
業

マ
助
成
金
額

連絡先

申
請
さ
れ
た
事
業
総
額
の

80
％
以
内
の

額
。
た
だ
し
、
1
件
あ
た
り
の
助
成
限

度
額
は
1
8
0
4ル
円
と
す
る

了
募
集
締
切

平
成
21年
10月

20n
（火）

▼
お
問
合
せ
•
お
申
込
み
先

巾
本
町
役
場
商
上
観
光
課

60735|62

—

0555 （
内
線
3
4
9
)

平
成
22
年
度
の
「
串
本
町
指
定
ゴ
ミ

袋
の
製
造
・
配
送
・
保
管
」
に
つ
い
て
、

見
桔
り
人
札
参
加
希
5

ム
者
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
の
受
付
は
、

11
月
に
/fJ
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
11
月
り

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

入
札
時
期
は
、
1
2
月
上
旬
の

f
定
で

す。▼
お
問
い
合
せ
先

串
本
町
役
場
環
境
衛
生
課

鼠

匪

［
と
も
の
心
に
届
く
、
「
ほ
め
方
・
し

か
り
方
」
に
は
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
を
学
ん
で
、

も
っ
と

f
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

烹
囲
催
日
時
・
場
所

0
平
成
21
年
10
月
29
日
（
木
）

午
後
l
貼
ー
午
後
2
時
30
分

0
串
本
町
立
文
化
セ
ン
タ
ー

▼

内

容

子
ど
も
の
や
る
気
を
会
話
で
育
て
よ
う
r
.
n

0
溝
師
古
田
真
知
子
さ
ん

▼
定
員
・
対
象

0
1
0
名
（
先
着
順
）

o
f育
て
中
の
方
、
子
育
て
支
援
に
関

心
の
あ
る
方
（
参
加
貨
無
料
）

※

1
歳
か
ら
小
学
2
年
生
ま
で
の
お
子

＂

募

集

60735

—

72

—

0081 

圃

お
知
ら
せ

串本町役場本庁舎

(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院

(TEL 6 2-0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課

(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健 セ ン タ ー

(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内

（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

httpJ/www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@townkushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串

保

お
知
ら
せ
＆
行
事

鯉
保健センター10月 の 行 事 予 定 は 下 記 の と お り で す 。

※健診竹についてのお申し込み•お問い合わせは、
保健センター（fl0735-62-6206) まで。

【成人関係I
健康相談

宍施日 受付時間 会 考

lD月］日（木） 9 3□~ lO 30 潮岬公民誼

9 OO~lO DO 須江健原筐理センター
lO月 2日（金）

lO 30-ll 30 樫野集会所

9 oo~ lO DO 安指区民会館
lO月5日（月）

lO 30-ll 30 田子区民会館

13 oo~ 14 OD 佐部英会所
lO月28日（水）

14 30~15 30 J:田原生活改善センター

※誰でもお気軽に会場へお越しください。

（血I土測定や健康についての相談を受けております）

献血

日時

lO月6日（火）

10:00~ 12:oo 

lO月6日（火）
13:30~ 16:30 

lO月30日（釜）
10:00~15:oo 

串本督察署

自衛隊

考

南紀串本ロイヤルホテル

斯

【乳幼児関係】

乳幼児健診

日 時 場所 内 容

ID月 1日（木） 保健センター 1歳6ヵ月児及び
13 00-13 30 2階 2成6ヵ月児催診

ID月8日（木） 保性センター
3歳6ヵ月児催診

13 00-13 30 2階

ID月22日（木） 保紐センター 4ヵ月児社診及ひ

13 00-13 30 2階 BCG接稗

ID月22日（木） 保健センター
6ヵ月児健診

13 30-14 00 2階

乳幼児予防接種

日時 内容

ID月6巳（火） 三稚混合
13 l0-13 40 1期初回

ID月7日（水）
ポUオ13 ID~ 13 40 

ID月14巳（水）
ポりオ

12 40-13 10 

ID月22日（木）
BCG 13 oo~ 13 30 

各種教室

日時及び内容

ID月16日（金） ID30~ 13 00 
ひよこ＆ちびっこひろば

(6ヵ月～3歳児）
諸天サンナンタンラント

イベント広場
＊お弁当持参

10月5日（月） 1330~ 
離乳食教至

(4ヶ月児～8ヶ月児）

＊お弁当持参になっています
が、 1成以上のお子様と保
護者にはハヤシライスを提
供しますのてご飯のみこ持
参くださいJ

※＝種汎合・ポリオの核種対象は 7歳6ヵ月未満の方です。
（二袖混合 1期釧UIは2(）～56Uの問隔で 31UI桜杜します）

※予防接神会場は化他センター 2階です。
※削乳低教室のみ日」民文化センターてす。
※ひよこ＆ちびっこ広楊はサンナンタンランドイヘント広場
にて述勁会（雨天は保健センター）
当Uの大保守による開催内谷については保紐センターへ
お問合せくださいc

団四4ジラル孟沙悛弱臼
新型インフルエンザは流行しています。
予防は毎日行うことで効果があります。

予防は継続して行いましょう！
1症状の特徴 I

①38℃以上の発熱

②呼吸器症状（発熱・悪寒•畠水・靡づまり・咽頭痛・咳）

1予防方法 I

①外出後の手洗いとうがい

②咳エチケット（自分に上記疵状があるときは必すマスクを着用）

③人こみにはなるべく行かない

④タオルの共用はしない
⑤十分な休養とバランスのよい食事

⑬広 報くしもと 2009.10 広報くしもと 2009.10
＇ 
、’
入
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⑲国国国口国国
日躍 行事内容（時間） 場 所 主管課等

8木 人権行政相談 古 座 分庁舎 住民課

(13 3}----15 30) 

19月 行政相談 串本町役楊本庁舎 住民課

(13 30-15 30) 

23金 行政相談 古座福祉センター 住民課

(13 30-15 30) 

29木 人権行政相談 西同町民文化センター 住民課

(13 ::JJ-15 30) 

言串え逍1議会録画放送のお知らせ言

10月13日（火）より ZTVにて第 3回

定例会一般質問の様子を録画放送します。

どうぞ皆様こ覧ください。

なお、日程につきましては ZTV5ch 

の文字放送をこ覧ください。

串本町議会事務局

9
月
9
日
の
「救
急
の

H
」
に
行
わ
れ

た
救
急
フ
ェ
ア
。
会
場
で
は
A
E
D
を

使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
て
い
て
、
私
も
A
E
D
の
使

ぃ
JJ
に
つ
い
て
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
2
年
ほ
ど
前
に
も
普
通
救
命

講
習
を
受
け
、

A
E
D
を
使
っ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
や
は
り
期
間
が
経

過
す
る
と
A
E
D
を
使
う
手
順
や
周
り

の
人
と
の
連
携
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に
動
け

る
か
怪
し
く
な

っ
て
い
ま

コし
＝―-口

す
。
ま
た
機
会
を
み
て
定

集

後

期
的
に
講
習
等
を
受
講
し

編

た
い
と
思
い
ま
す
。
(
T
)

1広告1町収入の一部とするため有料広告を褐載しています。

i ・翌鬱門？！
士

［ 総務省では、経済的な理由などで地上デジ i
i タル放送を見ることができない枇幣（具体的 ！ 

には生活保設などの公的扶助を受けている1せ l
i 帝等で、 NHK受信料全額免除となっている ！ 
i 世帝の方々が対象です。）に対して、簡易な ！ 
i チューナーを無償給付するなどの支援を、本 i
i 年10月1日から開始します。

i ※支援の申込みには、 NHKと受信契約を ！ 
i 結び、全額免除の適用を受けることが必 ！ 
［ 要です。

i ※支援は現物給付ですので、こ自身で購入 ！ 
i されたチューナー、アンテナ改修等の費 l ！ 用を清算することはできません。 ！ 
！ ■お問合せ先 ！ 
・総務省 地デジチューナー支援実施センター ・

i n0570-033840 i 

様
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
10
月

19n
（
月
）
ま
で
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
せ
•
お
申
し
込
み

あ
っ
た
カ
フ
ェ
＊
務
局
屋
笠
・
岩
崎

60735

—

74

—

0679 

60735

—

62

—

5270 

マ

主

催

子
育
て
＇
又
援
サ
ー
ク
ル
あ
っ
た
カ
フ
ェ

■和
歌
山
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン

タ
ー
「
り
ぃ
ぶ
る
」
企
画
提
案
事
業

田
辺
海
上
保
安
部
で
は
、
次
の
と
お

り
樫
野
埼
灯
台
に
お
い
て
．
般
公
開
を

実
施
し
ま
す
。

マ
公
開
施
設
・
日
時

樫
野
埼
灯
台

平
成
21年

11
月
1
日

(H)

午＂則

10
時
ー
午
後
4
時
ま
で

烹
夫
施
内
容

①
灯
台
内
部
の
公
開

②
灯
台
写
真
・
機
器
殷
ホ

③
ビ
デ
オ
上
映

④
記
念
品
配
布

マ
そ
の
他

旋
天
時
中
止
（
小
申
決
行
）

▼
お
問
い
合
せ

田
辺
海
上
保
安
部
交
通
課

60739

—

22

—

2001 

＿

恩

―
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
一
（
広
報
く
し
も
と
8
月
号
・

9
月
号
掲
載
）
＿

一ー

海
外
か
ら
侵
入
し
た
、
感
染
の
恐
れ
の
あ
る
犬
に
か
ま
れ
て
し
一

ま
っ
た
ワ
ン
コ
。

｛
 

＿
ー―

よさ

一[

田

今
月
の
網
税

了

税

目

0
町
県
民
税

（第
3
期）

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
7
期）

〇
介
護
保
険
料
（
第
7
期）

0
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
（
第
4
期
）

マ
納
期
限

11
月
2
日

（月
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
法
律
に

よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務

課
へ
。
長
寿

（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
住
民
課
へ
。

行政相談所開設のお知らせ
-10月19日（月）～ 25日（日）は行政相談週間です一

総務省では、行政用談制度に関する国民のI里解と認識を深め、同制度の利用を促進す

るよう努めており、毎年度「行政相談遅間」を設け、全国一斉に各種相談活動を実施し

ていまg。

本年度も、来るlD月19日（月）から25日（日）までの 1週間を「行政相談週間」と定め、

出本町においても、この遡間に合わせて、行政相談委員による行政相談所を下記のとお

り開設いにします。

相談は無料で、秘密は廠守されまgので、お気軽にこ利用ください。

■行政相談所開設日

010月19日（月） 午後 1時30分～午後3時30分まで

場所：串本町役場本庁舎別館4階会議室

010月23日（金） 午後 1時30分～午後3時30分まで

場所：古座福祉センター

＊相談員：行政相談委員（総務大臣委嘱）

⑮ 広報くしもと 2009.10 広報くしもと 2009.10 へか
~
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平
成
2
1年
1
0月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課
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和
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ア
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※雨天の場合、
【主催】
【お問い合せ】

11月8日（日）に延期します。
串本町・串本町教育委員会
串本町役場生涯学習課
ff 0735-62-0006 

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。

古座町役場


